２　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あお),青)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),木)　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 13(たもつ),保)「異文化理解」
 ─時間認識の観点から、「異文化理解」を考える
17年度　神戸女学院大学
★　次の文章は、六ヵ月間、タイで僧侶体験をした筆者が書いたものである。読んで、後の設問に答えよ。
 eq \o\ac(□,1)　異文化を理解しようとするとき、その「時間」とか「空間」について考えることが重要な手がかりを与えてくれます。
 eq \o\ac(□,2)　それはひとつには、私たちがそれまで身近に親しんできた文化とは違う空間を隔てた、地理的にも異なる場所にある文化をａEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),第一義的)に異文化と感じるからです。《　ａ　》地理的な探検とか旅行が、異文化に出会う大きなア契キになってきたのですが、実は時間についても、同じようなことが言えます。たとえば、何年も国外に滞在した後で帰国すると、慣れ親しんでいたはずの自分の文化も異文化になってしまっていたりします。また、自分が今生きている文化から同じ文化の伝統の中にあるとはいっても時間的に遡ったところにある過去の文化は、現在とは違う形で存在した文化ですから、現代人にとっては異質な文化と感じられることも多いのです。空間的な異文化、時間的な異文化というものがあるわけです。
【　①　】
 eq \o\ac(□,3)　さて、異文化の時間と空間について考えるときに重要なのは、Ａ 「境界」という概念です。
 eq \o\ac(□,4)　どのような社会にも「通過儀礼」が存在します。通過儀礼とは、たとえば子どもから大人になる時、結婚して夫婦になるとき、あるいは卒業して社会人になるときなど、人生の節目節目に行われる儀式のことです。その儀式を無事通過すると、その人は社会の中で「次の段階」に進んだと認知されるわけですが、ではその儀式を行なっている間の時間は何かというと、個人としては連続していても社会的には一種の　　Ｘ　　なのです。文化人類学ではそれを「境界の時間」と呼んでいます。たとえば子どもから大人になる通過儀礼で言うと、その儀礼を受けている当事者たちはその間、子どもでも大人でもない存在として過ごさなければなりません。そこに流れる時間と過ごされる空間は、日常と日常の間の裂け目を形作る、独特の時間と空間なのです。
 eq \o\ac(□,5)　境界の時間と空間にいるとき、人はすでに以前の自分とは違った存在になっているのかもしれません。
 eq \o\ac(□,6)　私は、「タイ文化を理解するｂEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　),急所)は仏教（僧院）である」とお話ししました。同じことを異文化一般に拡大して言うと、「異文化を理解する急所は境界の時間と空間である」ということになるでしょうか。異文化は、境界の時間と空間を生きることを通して、象徴的に理解される場合が多いのです。
 eq \o\ac(□,7)　私が「境界の時間」ということを言いだしたのは、一つには異文化の中に、私のタイでの僧侶体験のような日常の世界とは違う非日常の時間が存在し、異文化を理解するうえで、その非日常の時間を体験することの有効性を強調するためでした。しかし同時に、そういう境界の時間が実は生活の中にも設定できること、境界の時間を設けることによって自分の生活に生命を吹き込んだりまた逆に息抜きができること、そして多くの異文化では生活の中に設けられた「境界の時間」が機能していると言いたいためでもあります。
【　②　】
 eq \o\ac(□,8)　そこでまず指摘したいことは、「異文化自体が境界的である」ということです。たとえば、私は職業上しばしば異文化の世界に入って行きますが、異文化の世界に入ってそこにいる間は、私にとって１それ自体が一種の境界の時間なのです。日本での日常の時間を抜け出してタイならタイの文化に入り、そしてまた日本文化の中に帰ってくるわけですから、その間の異文化の中で過ごす時間は、自分がいつも属している時間とはまた違った時間です。それは、別に「異文化研究のために」そこに行かなくても、留学に行くとか海外勤務、あるいは短期間の旅行や出張でも同じだと思います。いつもと違った時間、境界の時間は、異文化の中に身を置いていつもとは違った体験をすることによって得られるのです。
【　③　】
 eq \o\ac(□,9)　ただし、そのときＢ注意しなければならないのは、「違った体験」をするということです。外国に行っても、たとえば現地の日本人社会の中で日本と同じような生活をしていては、そういう経験をしたことにはあまりなりません。外国で暮らすとき、その中で日本人どうしだけで生活して、一人で異文化の中に入りこんで、異文化に自分をさらけ出すということをしないで過ごすならば、違った体験をしたとは言えません。そして、異文化理解もできないだろうと思います。常とは違った時間とか空間を意識して生活しないと、異文化は見えてこないのです。
【　④　】
 eq \o\ac(□,10)　異文化を理解することは２自分の文化の殻から抜け出して別の文化の殻の中に入ることなのです。それは、「僧侶生活」のような特殊なものでなくても、仕事の上でのイチュウ在生活や留学などのごく一般的な形でいいのですが、その場所で外国の言葉を話したり風俗習慣を身につけようとしたりしながら、自分の生活を変えていくことで可能になります。そういう「体験」がなければ、外国に行っても、どこも同じだったというよくある感想で終わってしまい、異文化理解ができないのはもちろん、逆に自分の文化を理解することもなかなかできないことになると思います。異文化の中で自文化が感じられる、自文化をあらためて理解するという経験も重要です。これは何も大げさなことではありません。ほんのささいな経験からでも可能になるのです。
【　⑤　】
 eq \o\ac(□,11)　異文化の空間が違うのはいわば当たり前といえるかもしれませんが、時間が異質だと言うのは、別に「時差」のことを指しているわけではありません。時間の認識とか感覚に違う面があることを意味します。
 eq \o\ac(□,12)　たとえば、私たちがいま普通に認識している近代的な時間は、「時計の時間」ということができます。昨日から今日へ、今日から明日へ、限りなく直線的に前に前に進む時間で、限りがありませんし、引き返すこともできません。その近代的な時間を生きる私たちの生活も仕事も、引き返すことが出来ない、前進するしかしようがない時間の中にあるわけです。
 eq \o\ac(□,13)　しかし、古代ギリシアや古代インドでは、明らかに時間は違った流れ方をしていました。古代ギリシアでは、時間は振り子のように行っては戻るもので、繰り返すものと考えられていました。《　ｂ　》、古代インドの時間は円環的にぐるりと回ってくるものでした。３この二つの時間の考え方からは、時間が繰り返すものであるために、何らかの意味で人生にも繰り返しがきく、引き返せるという感じ方が芽生え、それが古代ギリシアや古代インドの文化に穏やかさとか悠久のイメージを与えているように思います。
 eq \o\ac(□,14)　時間が繰り返すという考え方は同時に、必ず始まりと終わりがある、とりわけ「時間が一度終わってしまう」という発想を芽生えさせます。この発想はキリスト教の「最後のウシン判」をｃEQ \* jc2 \* "Font:RyuminPr6-Regular" \* hps20 \o\ad(\s\up 10(　　　),預言する)終末論に典型的な形で出てきています。仏教でも、五六億七〇〇〇万年という時間が過ぎると登場してきて救済をする未来仏、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),弥)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ろく),勒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼ),菩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さつ),薩)について語られていますが、それはやはり終末論と言っていいでしょう。
 eq \o\ac(□,15)Ｃ古代ギリシアや古代インドの時間認識は、実は４近代的な時間認識の中にも存在しないわけではありません。
 eq \o\ac(□,16)　現在、暦では確かに多くの国で西暦が採用されていますが、タイなどの仏教国では eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶっ),仏)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),陀)が亡くなってからの年月（仏暦）でも数えていますから、二〇世紀末といった数え方とは違う時間認識があるわけです。また日本にも皇紀何千年という言い方がかつてはあり、いまでも使われている元号は、明治以降は時間を天皇の在位期間で区切る考え方です。天皇が亡くなると日本の時間は一応そこでとぎれて、次の天皇がエソク位するとまた新しい時間が生まれてくる。いわば、天皇の生命と時間の持続とが重ねられているわけです。
 eq \o\ac(□,17)　王の身体がその国の時間を支配している元号のような考え方は、国家や社会の生命は王の生命と同義である「王の身体説」に基づくものですが、こうした考え方は現代世界でも比較的力を持っている考え方です。たとえばタイの王様が八〇年代初めに心臓病でかなり重態になられたことがあったのですが、その時５タイの株価が下がりました。それは多くの人が王の病気でタイの国力が弱ると感じたということなのです。現代風に説明するなら、王がいるからタイ社会は安定している、王がいなくなったら社会は混乱しタイ経済が危なくなる（したがって株価は下がる）ことなのですが、いずれにせよ王の身体説はまだ力を持っていると見ることができるのです。
 eq \o\ac(□,18)　《　ｃ　》、現代の日本や経済発展したタイ社会の現在を見ると、これは近代社会であり人々は近代の時間を生きていると思いますが、日本にもタイにも近代的時間とは別のいわばＤ象徴的な時間があり、二通りの時間が流れているとみなすことができると思います。日本とタイ以外の多くの文化でもそれを見EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いだ),出)すことはできるでしょう。そして、近代的時間と違ったもうひとつの時間認識を生み出したものこそがその地域や社会固有の文化なのですから、その文化の時間を知ることが、異文化理解のうえでも非常に重要なことになるわけです。
問１　二重傍線部ア～エの片仮名と同じ漢字を用いるものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ選べ。
ア　契キ　　　①　キチョウな時間を割く。
　　　　　　　②　組合のキヤクを改正する。
　　　　　　　③　テイキ的に点検を行う。
　　　　　　　④　キビンな動きを見せる。
　　　　　　　⑤　生活のキバンを固める。
イ　チュウ在　①　けんかをチュウサイする。
　　　　　　　②　社長にチュウセイを誓う。
　　　　　　　③　事の成り行きをチュウシする。
　　　　　　　④　貨幣をチュウゾウする。
　　　　　　　⑤　ここは軍隊のチュウトンチだ。
ウ　シン判　　①　会議で原案をシンギする。
　　　　　　　②　手紙にツイシンを書く。
　　　　　　　③　内閣をシンニンする。
　　　　　　　④　発言のシンイを探る。
　　　　　　　⑤　シンチョウに事を進める。
エ　ソク位　　①　大統領のソッキンに会う。
　　　　　　　②　ソッキョウで楽器を演奏する。
　　　　　　　③　事態のシュウソクを図る。
　　　　　　　④　民主主義のテッソクを守る。
　　　　　　　⑤　出欠の返事をサイソクする。
問２　空欄《　ａ　》～《　ｃ　》に入れる語句の組み合わせとして最も適当なものを、次の①～⑥のうちから選べ。
①　ａ　それに　　　ｂ　たとえば　　ｃ　ですから
②　ａ　そのため　　ｂ　そして　　　ｃ　しかし
③　ａ　そこで　　　ｂ　また　　　　ｃ　しかし
④　ａ　それに　　　ｂ　そして　　　ｃ　ゆえに
⑤　ａ　そこで　　　ｂ　たとえば　　ｃ　ゆえに
⑥　ａ　そのため　　ｂ　また　　　　ｃ　ですから
問３　太線部「地理的」の「的」は接尾語であるが、接尾語を含む熟語として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから選べ。
①　有効性　　②　自文化　　③　終末論
④　未来仏　　⑤　身体説
問４　次の一段落を入れるのに最も適当な位置を、本文中の【　①　】～【　⑤　】のうちから選べ。
　異文化を体験するとは、では本質的にはどういうことでしょうか？　それは、異質な時間と空間を体験することにほかなりません。
［　　　］
問５　傍線部Ａ「「境界」という概念」とあるが、それについて述べた一文として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから選べ。
①　時間における「境界」という概念は、非日常体験の有効性を強調することを目的とした筆者独自の概念である。
②　ありふれた日常と非日常をつなぐ時間も、「境界」という概念に含まれる。
③　私たちは「境界」という概念を象徴的に理解するために、異文化の中で時間を過ごす。
④　時間の中に「境界」という概念を生み出すためには、異文化体験を行わなければならない。
⑤　「境界」という概念には、いつもとは異なる時間を過ごすことも含まれる。
問６　空欄　Ｘ　に入れるのに最も適当な表現を、次の①～⑤のうちから選べ。
①　無意味な時間　　②　こだわりの時間　　③　空白の時間
④　非存在の時間　　⑤　架空の時間
問７　傍線部Ｂ「注意しなければならないのは、「違った体験」をするということ」とあるが、その理由として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから選べ。
①　「違った体験」をしなければ、異文化に自分自身をさらけ出すことができないから。
②　自分の文化の殻から抜け出して別の文化の殻の中に入ることが目的で、異文化を体験しているから。
③　異文化理解を促進するためには、「違った体験」をして自文化を理解することが必要となるから。
④　非日常の時間を体験することによって、身をもって異文化を理解することができるから。
⑤　いつもと違った時間や空間を意識することによって、「違った体験」や異文化の重要性が理解できるから。
問８　傍線部Ｃ「古代ギリシアや古代インドの時間認識」とあるが、それについて述べた一文として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから選べ。
①　古代ギリシアや古代インドでは「時計の時間」だけでなく、それとは異なる時間の流れ方も存在していた。
②　古代ギリシアと古代インドの時間の流れ方は繰り返すという点では同じであるが、繰り返し方には違いがある。
③　古代ギリシアや古代インドの時間認識は、キリスト教や仏教といった宗教の考え方にも影響を与えている。
④　近代以降になって、古代ギリシアや古代インドの時間認識が再評価されるようになった。
⑤　近代的な時間とは異なって古代の時間は引き返すことができ、それが文化に如実に反映されている。
問９　傍線部Ｄ「象徴的な時間」とあるが、本文中でそれとみなされていないものを、次の①～⑤のうちから選べ。
①　仏陀が亡くなってからの年月（仏暦）
②　二〇世紀末といった数え方
③　皇紀何千年という言い方
④　いまでも使われている元号
⑤　天皇の在位期間で区切る考え方
◎問10　次のイ～ニの文のうち、本文の内容と合致するものには①を、合致しないものには②を、それぞれ選べ。
イ　多くの文化には、それぞれに特有の時間の流れ方が存在している。
ロ　どのような経験からでも、異文化の大切さや自文化の重要性を理解することは可能である。
ハ　筆者はタイで僧侶体験をした結果、「異文化を理解する急所は境界の時間と空間である」という悟りを開いた。
ニ　社会の中で、「次の段階」に進んだことの承認を受けたいので、私たちは通過儀礼を行う。
イ＝［　　　］　　ロ＝［　　　］
ハ＝［　　　］　　ニ＝〔　　　〕
【確認問題】
１　波線部ａ～ｃの意味として最適なものをそれぞれ次から選べ。
ａ　第一義的
　ア　直感として感じる様子
　イ　物事の根本である様子
　ウ　一番はじめである様子
　エ　唯一の意味である様子
ｂ　急所
　ア　慌ただしいこと
　イ　意外な落とし穴
　ウ　人生の転換期
　エ　重要な箇所
ｃ　預言する
　ア　神からの言葉を伝えること
　イ　未来の物事を推測すること
　ウ　大切にして扱うこと
　エ　人々の間で伝えられること
【補充問題】

２　傍線部１「それ自体」とあるが、その具体例として適切でないものを次から選べ。
ア　夏休みの間だけ留学へ行く。
イ　日本を離れ海外勤務をする。
ウ　留学生を家庭に招き入れる。
エ　短期間の旅行で海外へ行く。
３　傍線部２「自分の文化の殻から抜け出して別の文化の殻の中に入ること」とあるが、
　⑴　これはどういうことか。十五字以内で抜き出せ。
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
⑵　⑴ができるようになると、どのようなことが可能になるか。適切なものを次から二つ選べ。
　ア　僧侶生活を行うこと
　イ　自文化をあらためて知ること
　ウ　決まりを守るようになること
　エ　異文化を理解すること
　オ　風俗習慣を身につけること

４　傍線部３「この二つの時間の考え方」とは、時間をどのようなものとして捉えているか。それぞれ二十五字以内と十五字以内で抜き出せ。
［
］
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］
５　傍線部４「近代的な時間認識」の具体例として、最適なものを次から選べ。
ア　西暦　　イ　元号
ウ　暦　　　エ　終末論
６　傍線部５「タイの株価が下がりました」とあるが、その理由として最適なものを次から選べ。
ア　仏陀がタイの時間を支配していて、時間と王の生命とは同義だから。
イ　タイの王様が心臓病でかなり重態になられたから。
ウ　近代社会の人々は、王の身体説を信じることは全くないから。
エ　タイの王様が弱って、タイの国力も弱ると考えられたから。
【解答】
問１　ア＝④　イ＝⑤　ウ＝①　エ＝②
問２　⑥
問３　①
問４　⑤
問５　⑤　　
問６　③
問７　④
問８　②
問９　②
問10　イ＝①　ロ＝②　ハ＝②　ニ＝②
【確認問題】
１　ａ＝イ　ｂ＝エ　ｃ＝ア
【補充問題】
２　ウ
３　⑴＝自分の生活を変えていくこと（13字）
　　⑵＝イ・エ
４　・振り子のように行っては戻るもので、繰り返すもの（23字）
　　・円環的にぐるりと回ってくるもの（15字）
５　ア
６　エ
